
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
秋
田
大
会
に

本
県
か
ら
六
十
七
名
が
参
加
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10・11月号

番
市
町
村
関
係
者
の
皆
様
に
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

各
地
区
大
会
の
成
績
に
つ
い
て

は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
県
西
地
区
大
会
に
お
い

て
、
競
技
終
了
後
に
女
性
消
防
団

員
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
、
規
律

正
し
い
動
作
に
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

鹿行地区大会での操法競技

女性消防団員による分列行進

消防学校職員とともに記念撮影

大子町女性消防団員による寸劇

三次部長発表の様子

参加者による会場前での記念撮影

研修会に参加されたみなさん

　

毎
年
恒
例
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

競
技
大
会
が
、九
月
三
十
日
（
日
）

の
県
北
及
び
県
央
地
区
大
会
を
皮

切
り
に
県
内
六
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
く
猛
暑

の
中
で
訓
練
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た

各
チ
ー
ム
選
手
の
皆
さ
ん
、
大
変

お
疲
れ
様
で
し
た
。
ま
た
、
各
地

区
大
会
の
運
営
に
あ
た
ら
れ
た
当

六
十
三
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大
会
地
区
大
会
開
催

第63回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成24年10月21日

地区名 日　時 開　催　場　所 出場
チーム数

出場
選手数 優勝チーム 総得点

所要時間 構成市町村数
1線 2線 当番市町村

県北  9/30㈰
8:30

北茨城市大津町
大津漁港港湾道路

8 48 ひたちなか市 335.0 60 71 ７市１町１村
北茨城市8 40 大子町 173.0 45 ―

県央  9/30㈰
9:00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

10 60 小美玉市（第２分団） 326.0 59 71 ３市３町
城里町3 15 小美玉市 148.0 48 ―

鹿行 10/21㈰
9:00

鉾田市当間2331
鉾田市鉾田総合公園駐車場

5 30 潮来市 303.5 62 69 ５市
鉾田市5 25 鹿嶋市 140.0 54 ―

県南
南部

10/21㈰
9:00

龍ケ崎市3710
龍ケ崎市庁舎北側駐車場

5 30 取手市 340.0 56 64 ５市３町１村
龍ケ崎市8 40 阿見町 177.5 49 ―

県南
北部

10/14㈰
8:30

土浦市卸町1-10-1
土浦公設卸売市場㈱

11 66 つくばみらい市（第５分団） 347.0 56 65 ５市
土浦市2 10 かすみがうら市 165.5 46 ―

県西 10/14㈰
9:00

結城市中央2-2
結城市民文化センターアクロス駐車場

11 66 常総市（石下支団） 354.0 55 68 ７市３町
結城市― ― ― ― ― ―

計
50 300
26 130

注１　日時は、開会式の開始時刻を示す。　　注２　上段：ポンプ車　　下段：小型ポンプ
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

の
消
防
団
長
や
女
性
消
防
団
員
、

更
に
は
各
消
防
本
部
の
消
防
長
な

ど
、
総
勢
約
百
名
が
出
席
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
最
初
に
「
地
域
の
防

火
防
災
の
た
め
の
女
性
消
防
団
員

の
役
割
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

総
務
省
消
防
庁
消
防
団
員
確
保
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
泉
秀
子
講
師

（
静
岡
県
裾
野
市
消
防
団
本
部
部

長
）
か
ら
画
像
や
配
布
資
料
に
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
支
部
内
七
消
防
団
か

ら
女
性
消
防
団
活
動
の
発
表
が
順

次
行
わ
れ
た
後
、
大
子
町
消
防
団

員
に
よ
る
「
防
火
訪
問
と
応
急
手

当
」
の
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、
熟
練

さ
れ
た
演
技
に
会
場
内
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

昼
食
を
挟
ん
だ
後
、
全
国
女
性

消
防
団
員
活
性
化
秋
田
大
会
に
お

い
て
活
動
事
例
発
表
を
行
う
常
陸

大
宮
市
消
防
団　

女
性
分
団
の
三

次
部
長
か
ら
発
表
内
容
が
披
露
さ

れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
支
部
内
の
結
束
力
が

強
化
さ
れ
、
活
動
が
更
に
充
実
す

る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

識
・
技
能
を
習
得
し
、
複
雑
多
様

化
す
る
各
種
災
害
に
即
戦
力
と
し

て
柔
軟
に
対
応
で
き
る
職
員
に
巣

立
っ
て
い
け
る
こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

名
の
学
生
を
迎
え
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生

宣
誓
に
続
き
、
式
辞
（
齋
藤
学
校

長
）、
知
事
告
示
（
大
高
消
防
安

全
課
長
）、
続
い

て
消
防
協
会
長
の

来
賓
祝
辞
（
遠
藤

専
務
理
事
）
が
あ

り
ま
し
た
。

　

既
に
半
年
間
、

各
消
防
本
部
に
お

い
て
先
輩
方
か
ら

指
導
を
受
け
て
こ

ら
れ
た
学
生
諸
君

で
す
が
、
初
心
に

戻
り
、
こ
れ
か
ら

の
半
年
間
、
消
防

学
校
で
心
身
の
鍛

練
と
消
防
職
員
と

し
て
必
要
な
知

　

前
期
（
九
十
三
期
）
初
任
科

が
巣
立
っ
た
後
を
受
け
、
後
期

（
九
十
四
期
）
の
入
校
式
が
、
十

月
九
日
（
火
）
午
前
十
時
か
ら
県

立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
県
内

十
三
消
防
本
部
か
ら
総
勢
四
十
二

長
は
、「
表
舞
台
の
女
性
消
防
団

陰
で
力
を
惜
し
ま
な
い
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
」
と
題
し
、
力
強
い
語
り

口
で
場
内
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

昼
食
休
憩
を
挟
ん
だ
午
後
の
部

は
、
三
団
体
に
よ
る
火
災
予
防
啓

発
劇
が
演
じ
ら
れ
、
そ
の
後
「
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
女
性
消
防

団
員
の
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
締
め
括
り
は
「
よ
う

こ
そ
秋
田
へ　

み
ん
な
で
夢
を
か

だ
ろ
」
と
題
し
、
秋
田
県
出
身
で

俳
優
の
柳
葉
敏
郎
氏
に
よ
る
記
念

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
「
秋
田
キ
ャ

ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
」
に
移
し
て
情
報

交
流
会
が
あ
り
、
参
加
し
た
本
県

女
性
消
防
団
員
は
、
大
会
で
は
聞

け
な
か
っ
た
活
動
事
例
や
苦
労
話

な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
十
月
三
十
日
〜

三
十
一
日
に
か
け
て
岐
阜
県
高
山

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
是
非

多
く
の
女
性
消
防
団
員
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
年
で
十
八
回
と
な
る
女
性
消

防
団
員
活
性
化
大
会
が
、
秋
田
県

秋
田
市
の
「
秋
田
県
民
会
館
」
な

ど
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
女

性
消
防
団
員
や
消
防
団
幹
部
、
関

係
消
防
機
関
等
か
ら
約
二
千
三
百

人
が
参
加
、
本
県
で
は
常
総
市
・

笠
間
市
・
取
手
市
・
牛
久
市
・
つ

く
ば
市
・
常
陸
大
宮
市
・
稲
敷
市
・

鉾
田
市
・
美
浦
村
・
阿
見
町
・
河

内
町
・
利
根
町
の
女
性
消
防
団
員

と
、
今
後
女
性
消
防
団
員
の
結
成

を
予
定
し
て
い
る
水
戸
市
消
防
団

等
併
せ
て
六
十
七
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｅ

郷
神
楽
の
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」
に

よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
開
幕
し
、
式
典
に
続
き
四
名
の

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
活
動
事
例

発
表
が
あ
り
、
四
人
目
に
登
場
し

た
常
陸
大
宮
市
消
防
団
の
三
次
部

　

茨
城
県
消
防
協
会

県
北
支
部
主
催
の
女

性
消
防
団
員
研
修
会

が
、
十
一
月
六
日
に

ひ
た
ち
な
か
市
の

「
ひ
た
ち
な
か
・
東

海
広
域
事
務
組
合
消

防
本
部
大
会
議
室
」

に
お
い
て
、
支
部
内

県北支部

女性消防団員研修会

県立消防学校
初任科（後期）
入 校 式
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消防ポンプ自動車　消防用ホース
消火器　消防服装
消防資機材用品一式

V75ESからV10Fまで
　豊富な機種でお客さまのご要望に
　お応えいたします。

パナソニック

茨城県・日立市

総合防災訓練開催
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編 

集 

後 

記

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
僅
か
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
は
体
調
管

理
に
十
分
留
意
さ
れ
、
引
き
続
き

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
事
業
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

な
お
、
皆
様
か
ら
の
寄
稿
文
や

様
々
な
情
報
を
心
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
せ
）

○
大お

お

井い　

昭あ
き

夫お

（
七
十
）

　

元　

茨
城
西
南　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

古
河
市
在
住

○
藤ふ

じ

田た　
　

隆た
か
し

（
七
十
一
）

　

元　

筑
西
広
域　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
八
年
六
月

　

結
城
市
在
住

○
谷や

田た

部べ　

昭あ
き
ら

（
七
十
）

　

元　

水
戸
市　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
八
月

　

水
戸
市
在
住

○
青あ

お

木き　
　

淳
あ
つ
し
（
七
十
五
）

　

元　

常
陸
太
田
市
消
防
団　

副
　

筑
西
市
在
住

○
黒く

ろ

澤さ
わ　

泰た
い

次じ

（
七
十
九
）

　

元　

勝
田
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
四
年
五
月

　

ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
小こ

池い
け　

光て
る

一か
ず

（
六
十
五
）

　

元　

取
手
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
五
年
五
月

　

取
手
市
在
住

○
椎し

い

名な　

哲て
つ

也や

（
八
十
）

　

元　

十
王
町
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
二
年
三
月

　

日
立
市
在
住

○
仲な

か

田た　

信の
ぶ

夫お

（
七
十
五
）

　

元　

城
里
町
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

四
十
六
年

　

城
里
町
在
住

○
根ね

本も
と　

一か
ず

男お

（
七
十
）

　

平
成
二
十
四
年
秋
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
が
十
月
十
三
日
か
ら

十
一
月
三
日
の
間
そ
れ
ぞ
れ
総
務

省
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
秋
の
叙
勲
が

十
三
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

が
十
五
名
、
藍
綬
褒
章
が
二
名
、

合
計
三
十
名
の
皆
様
が
受
賞
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
秋
の
叙
勲
が
十
一

月
十
五
日
（
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー

ル
）、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

十
一
月
七
日
（
日
本
青
年
館
）、

秋
の
褒
章
が
十
一
月
十
三
日
（
ス

ク
ワ
ー
ル
麹
町
）
に
そ
れ
ぞ
れ
実

施
さ
れ
、
同
日
の
午
後
に
は
、
皇

居
内
に
お
い
て
拝
謁
も
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

○
阿あ

内う
ち　

好よ
し

久ひ
さ

（
六
十
六
）

　

元　

笠
間
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年
六
月

　

笠
間
市
在
住

○
飯い

い

嶋じ
ま　

紀の
り

男お

（
六
十
七
）

　

元　

日
立
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
二
年

　

日
立
市
在
住

○
宇う

留る

野の

孝こ
う

一い
ち

（
六
十
九
）

　

高
萩
市
在
住

○
栗く

り

原は
ら　

三さ
ぶ
ろ
う郎
（
六
十
五
）

　

元　

茨
城
西
南　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
六
月

　

下
妻
市
在
住

○
澤さ

わ

幡は
た　

祝の
り

行ゆ
き

（
六
十
五
）

　

元　

那
珂
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
二
年
一
月

　

那
珂
市
在
住

○
関せ

き

口ぐ
ち　

　

利と
し

（
六
十
五
）

　

元　

稲
敷
広
域　

消
防
監

秋の叙勲伝達式（ニッショーホール）

危険業務従事者叙勲伝達式（日本青年館）

藍
綬
褒
章

平
成
二
十
四
年
　

秋
の
叙
勲
・
褒
章

取手市消防団　猪瀬団長ご夫妻鹿嶋市消防団　山田団長ご夫妻

第
十
九
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲 　

受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

以
下
、
順
不
動
に
て
受
章
者
の

略
歴
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（　

）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

龍
ケ
崎
市
在
住

○
武た

け

石い
し　

利と
し

文ぶ
み

（
六
十
五
）

　

元　

ひ
た
ち
な
か
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
十
一
月

　

ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
冨と

み

田た　

弘ひ
ろ

史し

（
六
十
八
）

　

元　

土
浦
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

土
浦
市
在
住

○
仲な

か

島じ
ま　

盛も
り

雄お

（
六
十
六
）

　

元　

土
浦
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年

　

か
す
み
が
う
ら
市
在
住

○
菱ひ

し

沼ぬ
ま　

三さ
ぶ
ろ
う郎
（
六
十
五
）

　

元　

石
岡
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年
十
一
月

　

石
岡
市
在
住

○
谷や

島じ
ま　
　

和か
ず

（
六
十
五
）

　

元　

小
美
玉
市　

消
防
監

消
防
歴　

四
十
二
年

小
美
玉
市
在
住

○
金か

な

澤ざ
わ　

英ひ
で

雄お

（
七
十
三
）

　

元　

高
萩
・
十
王　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
五
年

　

高
萩
市
在
住

○
原は

ら

田だ　

國く
に

男お

（
六
十
八
）

　

元　

日
立
市　

消
防
司
令
長

消
防
歴　

四
十
二
年

東
海
村
在
住

○
猪い

の

瀬せ　
　

彰あ
き
ら

（
六
十
三
）

　

現　

取
手
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
九
年
七
月
半

　

取
手
市
在
住

○
山や

ま

田だ　
　

治お
さ
む

（
六
十
二
）

　

現　

鹿
嶋
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
七
年
七
月
半

　

鹿
嶋
市
在
住

　

元　

常
陸
太
田
市
消
防
団　

副

団
長

消
防
歴　

四
十
二
年

　

常
陸
太
田
市
在
住

○
船ふ

な

木き　

俊し
ん

一い
ち

（
七
十
一
）

　

元　
北
茨
城
市
消
防
団　
副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
四
年
三
月
半

　

北
茨
城
市
在
住

○
武む

藤と
う　

則の
り

夫お

（
六
十
六
）

　

元　

利
根
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年

　

利
根
町
在
住

団
長

　

消
防
歴

　

四
十
二
年
三
月
半

　

常
陸
太
田
市
在
住

○
石い

し

田だ　

輝て
る

夫お

　
（
六
十
五
）

　

元　

神
栖
市
消
防

団　

副
団
長

　

消
防
歴

　

三
十
五
年
七
月

　

神
栖
市
在
住

○
押お

し

坂ざ
か　
　

登の
ぼ
る

　
（
七
十
五
）

　

元　

筑
西
市
消
防

団　

副
団
長

　

消
防
歴

　

三
十
九
年

　

元　

茨
城
西
南　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
年

　

古
河
市
在
住

○
川か

わ

上か
み　

隆た
か

幸ゆ
き

（
六
十
五
）

　

元　

ひ
た
ち
な
か

市　

消
防
正
監

　

消
防
歴

　

四
十
一
年
九
月

　

ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
國く

に

安や
す　
　

暁さ
と
る

（
六
十
六
）

　

元　

高
萩
・
日
立

　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴

　

四
十
二
年

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

多重衝突事故救出訓練

め
、陸
上
・
航
空
自
衛
隊
、気
象
台
、

警
察
機
関
、
日
本
赤
十
字
社
、
医

師
会
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
者
、

地
元
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
及

び
住
民
約
七
千
五
百
人
を
含
む
過

去
最
大
規
模
の
一
万
人
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
想
定
と
重
点
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
災
害
想
定
》

　

十
一
月
十
日
午
前
九
時
三
十

分
、
茨
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
七
の
地
震
が

発
生
し
た
。
日
立
市
で
は
、
震
度

七
を
観
測
し
、
水
戸
地
方
気
象
台

か
ら
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ

た
。
こ
の
地
震
や
津
波
に
よ
り
、

市
内
各
所
で
家
屋
の
倒
壊
が
発
生

し
た
ほ
か
、
地
震
動
に
よ
る
車
両

の
多
重
衝
突
や
急
傾
斜
地
の
崩
壊

等
が
発
生
し
、
多
数
の
死
傷
者
が

出
た
。

　

ま
た
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
交
通

網
を
は
じ
め
と
し
て
、
電
気
、
電

話
、
水
道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

て
い
る
ほ
か
、
市
内
各
所
に
お
い

ま
え
た
訓
練
を
行
い
、
防
災
体

制
の
更
な
る
検
証
を
行
う
。

＊
防
災
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
所
な
ど
の
参
加
を
得
て
、

相
互
に
連
携
し
た
実
践
的
な
訓

練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
及
び
防
災
行
動
力
の
向
上
を

図
る
。

＊
大
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
他

　

茨
城
県
と
日
立
市
の
総
合
防
災

訓
練
が
十
一
月
十
日
（
土
）
日
立

市
の
日
立
港
都
市
再
開
発
用
地
を

メ
イ
ン
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
時
に
お
け

る
迅
速
・
的
確
な
防
災
活
動
の
構

築
、
相
互
間
の
緊
密
な
協
力
体
制

を
強
化
し
、
あ
わ
せ
て
県
民
の
防

災
に
対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
目
的
で
実
施
さ
れ
、

地
元
や
近
隣
の
消
防
本
部
を
始

の
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り

関
係
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
広
域
応
援
訓
練
を
実
施

し
、
迅
速
・
的
確
な
応
援
体
制

の
強
化
を
図
る
。

＊
防
災
関
係
機
関
が
所
有
す
る
航

空
機
、
車
両
、
資
機
材
等
の
特

性
と
機
動
性
を
活
か
し
た
訓
練

を
実
施
し
、
協
力
体
制
の
構
築

に
努
め
る
。

て
、
多
数
の
避
難
者
が
発
生
し
て

い
る
。

　

茨
城
県
及
び
日
立
市
は
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
者
の
救

助
及
び
避
難
者
の
支
援
に
当
た
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
迅
速
・
的
確
な
応
急
対
策
を
実

施
す
る
。

《
重
点
項
目
》

＊
東
日
本
大
震
災
で
の
教
訓
を
踏


